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十
四
年
二
八
一
七
）
英
華
堂
刊
の
江
馬
元
弘
訳
篇
「
和
蘭
医
方
纂
要
」

四
巻
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
隆
甫
が
藩
公
と
藺
学
を
通
じ
て
接
点
が

あ
っ
た
と
考
え
さ
せ
る
に
十
分
な
史
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
蘭
学
資

料
が
現
在
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
未
調
査
で
あ
る
。

そ
の
三
、
市
河
家
の
出
身
地
と
遠
州
地
方
の
種
痘
に
関
す
る
問
題
。

市
川
隆
甫
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
京
都
へ
遊
学
し
た
が
、
そ
の

往
復
に
お
い
て
駿
河
国
小
諏
訪
の
市
河
魯
庵
と
親
し
く
な
り
、
弟
の
蘭

好
死
後
、
魯
庵
を
招
い
て
藩
医
に
す
え
た
。
こ
の
魯
庵
の
出
身
地
は
駿

東
郡
片
浜
村
字
小
諏
訪
で
、
東
海
道
に
沿
っ
た
村
落
。
彼
自
身
の
従
弟

も
お
り
、
町
人
の
兄
は
沼
津
に
、
そ
し
て
後
妻
の
先
夫
（
湯
山
氏
）
が

沼
津
藩
水
野
出
羽
守
の
家
來
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
に
三
島
、
沼
津
地
方

は
魯
庵
の
か
っ
て
の
診
療
圏
で
あ
っ
た
点
も
あ
り
、
彼
が
天
保
三
年
（
一

八
三
三
か
ら
三
年
間
長
崎
へ
留
学
し
た
と
き
、
そ
の
往
復
で
こ
の
地

方
の
医
師
と
交
流
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
遠
州
榛
原
郡
平
川
村
の
川
田
鴻
斉
は
魯
庵
の
弟
子
で
あ
り
、
遠

州
の
種
痘
は
ま
ず
川
田
家
に
伝
来
し
た
と
い
う
が
、
魯
庵
の
帰
国
は
天

保
六
年
二
八
三
五
）
で
あ
る
の
で
、
モ
ー
ニ
ッ
ケ
牛
痘
苗
の
来
日
よ

り
十
四
年
早
い
。
従
っ
て
魯
庵
が
牛
痘
苗
を
遠
州
に
持
ち
こ
む
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
種
痘
の
話
を
し
た
程
度
で
あ
ろ
う
。
嘉

永
二
年
（
一
八
四
九
）
頃
に
遠
州
に
牛
痘
苗
を
持
ち
こ
め
る
人
物
は
、

二
代
目
市
川
隆
甫
以
外
に
居
な
い
の
で
あ
る
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
市
河
魯
庵
が
死
去
す
る
と
、
後
妻
の
連

れ
子
・
恭
斉
は
市
川
隆
甫
に
養
わ
れ
、
翌
年
隆
甫
が
死
去
す
る
と
、
藩

医
中
村
見
外
の
孫
・
栄
達
を
入
れ
市
川
家
を
継
が
せ
た
。
そ
し
て
市
河

恭
斉
は
魯
庵
の
跡
を
つ
い
だ
。
中
村
栄
達
は
市
川
家
を
つ
い
で
二
代
目

隆
甫
と
な
り
、
相
続
後
、
江
戸
の
鮎
沢
因
禎
と
い
う
医
師
に
学
び
、
後

に
家
譜
上
の
甥
、
恭
斉
の
子
・
玄
智
に
種
痘
術
を
教
え
て
い
る
。

こ
の
玄
智
は
佐
倉
順
天
堂
に
学
び
、
明
治
に
な
っ
て
顕
道
と
改
名
し

種
痘
医
の
免
許
を
と
り
、
後
に
性
病
医
と
な
っ
て
公
立
小
田
原
徽
毒
病

院
に
勤
務
し
、
囚
獄
医
も
兼
務
し
て
小
田
原
の
医
療
に
つ
く
し
た
。
こ

の
顕
道
の
子
・
顕
純
が
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
、
本
郷
春
木
町
に

市
河
思
誠
堂
と
い
う
医
療
器
械
店
を
開
き
、
日
本
医
科
器
械
学
会
の
設

立
、
維
持
に
多
大
な
功
献
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。（

平
成
十
六
年
四
月
例
会
）

失
＊
滞
紹
介
劣
夫
夫
詫
詫
失
夫
携
携
携
恭
劣
夫
茨
劣
悲
洗
夫

ジ
ョ
ン
・
ダ
フ
ィ
ー
著
網
野
豊
訳

『
ア
メ
リ
カ
医
学
の
歴
史
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
医
科
学
こ

本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
医
史
学
界
の
泰
斗
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ダ
フ
ィ

ー
ロ
ｏ
冒
己
巨
勲
己
の
甲
○
日
困
巨
目
○
筋
８
旨
の
９
８
－
の
ｇ
ｇ
８
シ

閏
印
Ｂ
ｇ
ｇ
シ
目
９
８
口
言
①
ｇ
の
旨
の
の
邦
訳
で
あ
る
。
ダ
フ
ィ
ー
は
、

ト
ウ
レ
ン
大
学
医
学
部
医
史
学
名
誉
教
授
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
名
誉

教
授
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
医
史
学
会
会
長
を
も
つ
と
め
た
文
字
通
り
の

ア
メ
リ
カ
医
史
学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
に
は
同
学
会

の
終
身
優
功
賞
を
受
け
て
い
る
。
一
九
九
六
年
に
逝
去
す
る
ま
で
数
多
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く
の
医
史
学
に
関
す
る
著
作
を
著
し
て
い
る
が
、
特
に
ア
メ
リ
カ
公
衆

衛
生
史
の
発
展
を
論
じ
た
弓
言
醗
昌
冨
吋
冒
勗
“
シ
国
璽
○
ご
昌

鈩
日
①
己
８
国
石
口
言
の
函
８
臣
や
弓
胃
困
①
巴
①
局
な
ど
は
多
く
の
著
者

を
得
て
い
る
。

西
洋
医
学
史
と
い
え
ば
ョ
－
ロ
ッ
パ
中
心
の
歴
史
記
述
が
多
い
中

で
、
ダ
フ
ィ
ー
の
著
作
は
ア
メ
リ
カ
医
学
の
諸
領
域
を
広
く
カ
バ
ー
し

て
い
る
点
で
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ダ
フ
ィ
ー
が
い

わ
ば
ア
メ
リ
カ
医
学
の
通
史
と
し
て
著
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
原
書

は
四
百
十
八
頁
と
分
量
的
に
は
手
頃
で
あ
る
が
簡
に
過
ぎ
ず
繁
に
わ
た

ら
ず
要
を
得
た
名
著
と
い
っ
て
よ
い
。

原
書
の
主
題
が
訳
書
の
副
題
と
な
っ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
が
、
原

書
の
主
題
印
○
日
出
二
日
○
厨
冒
冨
＆
言
四
品
ｇ
の
己
８
は
「
体
液
説
か
ら

医
科
学
へ
」
と
直
訳
で
き
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
副
題
こ
そ
が
西
洋
諸
国

の
中
で
最
も
遅
く
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
医
学
と
接
し
、
か
つ
長
く
そ
の
医
学

を
伝
え
て
き
た
ア
メ
リ
カ
が
十
九
世
紀
半
ば
以
降
に
ド
イ
ツ
医
学
な
ど

に
学
び
急
速
に
科
学
化
し
、
二
十
世
紀
の
半
ば
に
は
世
界
で
最
先
端
の

医
科
学
を
擁
す
る
に
い
た
っ
た
歩
み
を
端
的
に
象
徴
し
て
い
る
。

邦
訳
書
に
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
構
成
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

「
は
じ
め
に
」
に
続
い
て
「
第
一
章
ア
メ
リ
カ
医
学
の
起
源
」
「
第
二

章
十
八
世
紀
」
「
第
三
章
医
療
専
門
職
」
「
第
四
章
独
立
革
命
時

代
の
医
学
」
「
第
五
章
十
九
世
紀
初
頭
の
医
学
」
「
第
六
章
変
則
医

と
家
庭
医
学
」
「
第
七
章
ア
メ
リ
カ
外
科
学
の
い
し
ず
え
」
「
第
八
章

内
科
学
と
外
科
学
の
初
期
の
指
導
者
」
「
第
九
章
医
師
の
教
育
・
認

可
・
地
位
」
「
第
十
章
南
北
戦
争
時
代
の
医
学
」
「
第
十
一
章
近
代

医
学
の
出
現
」
「
第
十
二
章
外
科
学
の
開
花
」
「
第
十
三
章
医
学
教

育
」
「
第
十
四
章
医
療
専
門
職
の
組
織
化
」
「
第
十
五
章
前
進
す
る

医
学
の
最
前
線
」
「
第
十
六
章
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
の
外
科
学
と
医

療
技
術
」
「
第
十
七
章
フ
レ
ク
ス
ナ
ー
報
告
以
後
の
医
学
教
育
」
「
第

十
八
章
医
学
に
携
わ
る
女
性
」
「
第
十
九
章
医
学
に
携
わ
る
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
」
「
第
二
十
章
二
十
世
紀
の
医
療
専
門
職
」
「
第
二
十
一
章

地
域
社
会
の
健
康
」
「
第
二
十
二
章
医
療
は
ど
こ
ま
で
進
む
の
か
」
の

二
十
二
章
と
原
注
お
よ
び
文
献
か
ら
な
っ
て
い
る
。

浩
渤
な
内
容
に
わ
た
る
本
書
を
限
ら
れ
た
紙
幅
で
網
羅
的
に
論
評
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
ダ
フ
ィ
ー
の
歴
史
叙
述
の
方
法

的
特
色
で
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
医
学
の
展
開
を
単
に
医
学
上
の
発
見
、

医
師
制
度
や
医
療
制
度
の
展
開
公
衆
衛
生
施
策
の
史
実
を
並
列
的
に

取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
関
わ
っ
た
医
学
者
や
科
学
者
、
行

政
官
ら
の
生
き
方
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
称
さ
れ
た

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ
や
、
メ
イ
ョ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
創
始
者
メ

ィ
ョ
ー
一
族
、
ア
メ
リ
カ
医
学
教
育
の
父
と
い
わ
れ
る
エ
イ
ブ
ラ
ハ

ム
・
フ
レ
ク
ス
ナ
ー
ら
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
巧
み
に
交
錯
さ
せ
て

叙
述
し
て
い
く
点
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
本
書
を
医
学
史
書
と

し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
性
格
の
も
の
に
し
て
い
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
医

療
文
化
史
、
あ
る
い
は
社
会
文
化
史
と
し
て
も
味
読
に
耐
え
る
も
の
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
ア
メ
リ
カ
医
学
史
の
中
で
は
十
分
に
触
れ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
家
庭
医
学
や
変
則
医
、
具
体
的
に
は
ト
ム
ソ
ン
に

よ
る
ト
ム
ソ
ニ
ァ
ニ
ズ
ム
（
ト
ム
ソ
ン
主
義
医
学
）
や
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ハ
ー
ネ
マ
ン
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
で
流
行
し
現
在
に
お
い
て
も
信
奉
者
を
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も
つ
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
な
ど
通
常
の
医
学
史
で
は
軽
視
さ
れ
が
ち
な
対
抗

文
化
に
つ
い
て
も
必
要
な
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。

と
は
い
え
、
本
書
の
第
一
の
価
値
は
、
西
洋
の
中
で
は
遅
れ
た
自
然

主
義
的
医
学
か
ら
、
お
よ
そ
一
世
紀
半
ほ
ど
の
間
に
世
界
最
先
端
の
医

科
学
へ
と
変
貌
し
た
ア
メ
リ
カ
医
学
の
学
問
史
的
検
討
に
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
医
学
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
ア
メ
リ
カ
医
師
会

（
Ａ
Ｍ
Ａ
）
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
の
活
躍
な
ど

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ら
し
い
医
学
振
興
や
医
師
の
地
位
確
立
と
い
っ
た
社

会
的
側
面
に
触
れ
な
が
ら
、
医
学
理
論
と
治
療
の
進
歩
に
つ
い
て
丹
念

な
検
証
を
行
っ
て
い
る
点
で
は
類
書
を
圧
す
る
。
な
お
、
敢
え
て
難
を

い
え
ば
、
エ
レ
ミ
ュ
エ
ル
・
シ
ャ
タ
ッ
ク
ら
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
た
衛

生
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
公
衆
衛
生
の
展
開
に
つ
い
て
、
も

う
少
し
論
じ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ダ
フ
ィ
ー
の
得
意

と
す
る
と
こ
ろ
だ
け
に
か
え
っ
て
抑
制
的
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
望
蜀
の
類
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
訳
業
に
つ
い
て
賞
賛
を
惜
し
む
こ
と
は
で
き
な

い
。
さ
な
き
だ
に
長
編
の
研
究
書
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訳
者

の
網
野
は
き
わ
め
て
わ
か
り
易
い
邦
語
訳
を
行
っ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト

に
忠
実
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
医
学
に
つ
い
て
の
深
い
造
詣
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
訳
業
で
あ
る
。
特
に
、
訳
注
は
ア
メ
リ
カ
医
学
の

専
門
外
の
人
間
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
医
学
の
全
容
が
理
解
し
や
す
い
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
跡
が
よ
く
わ
か
る
。
本
書
が
も
し
多
く
の
人
に

手
に
取
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
う
あ
れ
か
し
と
切
に
願
っ

て
や
ま
な
い
が
、
そ
れ
は
原
書
の
も
つ
珠
玉
の
価
値
と
と
も
に
、
訳
業

の
精
巧
で
あ
る
こ
と
に
ま
た
多
く
を
負
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま

い
Ｏ

（
瀧
澤
利
行
）

『
モ
ナ
・
リ
ザ
は
高
脂
血
症
だ
っ
た
」

あ
る
物
事
を
医
学
的
観
点
か
ら
眺
め
た
り
、
分
析
す
る
と
意
外
な
一

面
が
現
れ
ｌ
、
と
き
に
は
露
呈
さ
れ
る
の
で
興
味
が
尽
き
な
い
。
本

書
は
そ
う
し
た
一
冊
で
、
筆
者
の
篠
田
達
明
氏
は
整
形
外
科
の
専
門
医

に
し
て
、
数
々
の
小
説
を
発
表
し
て
い
る
作
家
で
あ
る
。

本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
肖
像
画
鯛
枚
の
カ
ル
テ
」
で
あ
る
。
肖

像
画
を
患
者
に
み
た
て
カ
ル
テ
を
作
成
し
よ
う
と
い
う
意
欲
的
な
試
み

に
満
ち
て
い
る
。

歴
史
的
に
有
名
な
人
物
の
肖
像
画
や
彫
像
に
つ
い
て
、
筆
者
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
人
物
の
表
情
や
体
形
が
克
明
に
写
し
だ
さ
れ
る
。
絵
に
は
生

命
が
あ
り
、
描
か
れ
た
人
物
も
ま
た
生
命
体
で
あ
る
か
ら
に
は
生
老
病

死
が
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
ぬ
は
ず
が
な
い
」
と
書
き
、
絵
画
と
し
て
鑑
賞

す
る
だ
け
で
な
く
、
医
学
的
見
地
か
ら
検
証
す
れ
ば
、
そ
こ
に
隠
さ
れ

た
情
報
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

〔
二
瓶
社
、
大
阪
市
住
吉
区
山
之
内
二
’
七
’
一
、
電
話
○
六
’
六
六
九

三
’
四
一
七
七
、
二
○
○
二
年
十
月
、
Ａ
五
判
、
四
六
九
頁
、
本
体
四

八
○
○
円
〕

篠
川
迷
明
著


